
Ⅴ 有効性や効率性の向上の可能性があると判断した事務事業⇒　②　臨時的任用職員等の活用

理由

1 納税課 3074
市税徴収
管理事業

有
効
性
向
上
の
可
能
性
が
あ
る

臨時的任用職員増で窓口対
応，電話催告，訪問徴収を行
うことにより，有効性を向上さ
せられる。

な
い

推進

臨時的任用職員等
の活用により，徴
収業務を強化すべ
き。

2 市民税課 3072
市民税総
務事業

有
効
性
向
上
の
可
能
性
が
あ
る

臨時職員に事務を移譲する
ことにより，正規職員はより
精度の高い賦課事務に従事
することで，公平で適正な課
税を実施する。

あ
る

年々申告者が増加する中
において，総務事業の臨
時職員数は現状を維持
し，より多数の申告受付
及び申告時間の短縮に努
める。

課題を
解決し
て推進

課題の解決に努
め，臨時的任用職
員等の事務分担範
囲を拡大すること
により，人件費の
節減を図るべき。

3 資産税課 3073
資産税総
務事業

両
方
可
能
性
が
あ
る

各事業（資産税賦課事業，固
定資産土地評価事業，同家
屋評価事業）が必要とする臨
時的任用職員（人材）の質と
量及び活用期間を正確に把
握し，的確な採用基準を設け
て，必要とするときに，必要な
だけを採用し，各事業に配置
する。これにより，各事業の
人的コストを抑制することが
出来る。

あ
る

臨時的任用職員の任用に
あたり，的確な採用基準
及び業務計画を設定する
ため，各事業における臨
時的任用職員の受入態勢
の整備や，必要な人材の
質・量及び活用期間をあ
らかじめ明確にする必要
がある。
優秀な人材を必要なとき
に必要なだけ確保するこ
とは，物品の調達などと異
なり決して容易なことでは
ない。

課題を
解決し
て推進

課題の解決に努
め，臨時的任用職
員等の事務分担範
囲を拡大すること
により，人件費の
節減を図るべき。

4
健康福祉
課

9137
墓地運営
管理事業

両
方
可
能
性
が
あ
る

当市で初めての市営霊園で
あるため，平成22年度につい
ては再任用職員及び臨時的
任用職員を配置し施設運営
を行っていく。今後，指定管
理者制度の導入や民間委託
等の活用による民間のノウ
ハウを導入することで有効性
や効率性を向上が可能かど
うかについても検討が必要。

あ
る

当市で初めての市営霊園
であるため，再任用職員
や臨時的任用職員等の導
入にあたっては，墓地とい
う特殊な業務に対する理
解や知識の定着が課題と
なる。

課題を
解決し
て推進

市営霊園の運営に
ついては，臨時的
任用職員等で対応
可能な業務を整理
し，順次推進すべ
き。
民間活力の導入に
ついては，検討す
べき。

5
生活支援
課

3178
生活保護
総務事業

効
率
性
向
上
の
可
能
性
が
あ
る

面接相談員の活用など，業
務の専門性に応じた人員配
置を行うことにより事務作業
の効率化を行うことができ
る。

あ
る

面接相談員の雇用にかか
る費用の増加

検討

面接相談員の活用
等については，対
応可能な業務を整
理し，費用対効果
を検証したうえで，
順次推進すべき。

調整委員会評価
課題の有無

整理
№

課名
事業
CD

事務事業名
Ｖ－②臨時的任用職員等の活用

「検討」と判断した事務事業は，費用対効果や手段の問題等，解決しなくてはならない課題があり，当面は検討を

行うものとします。「課題を解決し推進」とした事務事業は，担当課において実施にあたり課題があるとした事務事

業であり,その解決が可能であれば推進すべきとします。「推進」と判断した事務事業は，推進に向け予算編成に

活用することとします。
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6
生活安全
課

4165
路上喫煙
防止等対
策事業

有
効
性
向
上
の
可
能
性
が
あ
る

新たに路上喫煙禁止区域を
指定し，再任用職員等(路上
喫煙防止指導員)を増やせ
ば，路上喫煙者を減尐させる
ことができると思われる。

あ
る

再任用職員等(路上喫煙
防止指導員)の配置によ
り，給与等の経費が必要
となる。また，本来，マ
ナーの問題である路上喫
煙に対し，公費を投入す
る事に否定的な人もいる
と思われる。

課題を
解決し
て推進

路上喫煙者の減尐
を図るため，臨時
的任用職員等で対
応可能な業務を整
理したうえで推進
すべき。

7 指導課 3385
情操芸術
教育振興
事業

有
効
性
向
上
の
可
能
性
が
あ
る

土・日の展示ができる人的配
置や会場の確保を行うことに
より，美術展の展示数及び参
観者の増加が考えられる。

あ
る

人的配置や会場借用等の
経費増。

検討

美術展における人
員配置について
は，費用対効果を
検証したうえで，順
次推進すべき。

8 指導課 3388
特別支援
教育振興
事業

両
方
可
能
性
が
あ
る

通常の学級に在籍する発達
障害を持つ児童生徒への対
応のために，支援のための
人員を配置することにより，
所期の目的に近づくことがで
きると考える。

あ
る

人員配置のための経費
増。

検討

発達障害の児童生
徒の対応のための
人員配置について
は，費用対効果を
検証したうえで，順
次推進すべき。

9 指導課 3389
読書教育
推進事業

有
効
性
向
上
の
可
能
性
が
あ
る

２２名の読書指導員のうち半
数の１１名が小学校，中学校
の併任となっているため，読
書指導員を増員し，小中各校
に専属の指導員を配置すれ
ば，児童生徒の読書活動が
一層充実する。

あ
る

読書指導員増員に伴う経
費増。

検討

読書指導員の増員
については，費用
対効果を検証した
うえで，順次推進す
べき。

10 指導課 3536
適応支援
センター運
営事業

有
効
性
向
上
の
可
能
性
が
あ
る

家に引きこもりがちな児童生
徒宅に派遣する訪問相談員
や通所児童生徒の集団活動
を支援する教育相談員を活
用することにより，不登校児
童生徒の社会性の向上を図
る。

あ
る

訪問相談員・教育相談員
等の増員，施設移転に伴
う支援環境の整備。

検討

訪問・教育相談員
等の増員について
は，費用対効果を
検証したうえで，順
次推進すべき。

11 警防課 3361
警防管理
事業

有
効
性
向
上
の
可
能
性
が
あ
る

　再任用職員を活用して，普
通救命講習会等の回数を増
す。

な
い

推進

再任用職員を活用
し，普通救命講習
会等の回数を増や
すべき。
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